
実施学年 ２学年
教科(科目) 商業（原価計算）

(履修規定) 必修

教 科 書 実教出版 原価計算

単 位 数 ３単位

副 教 材 標準検定簿記問題集 原価計算

科目の目標 ・原価計算の基本的な考え方と計算方法及び工業簿記の記帳法を習得させ，原価についての理解を深めると

ともに，原価を中心とする会計情報を活用する能力と態度を育てる。

目標達成に向 ・製品の製造にかかった費用である原価の基本的な考え方や原価の計算方法及び工業簿記の仕組みや記帳方

けての取組 法について，一連の記帳例題を通して理解を深めさせる。

・企業経営における原価計算の役割や原価情報の有効な活用の仕方について理解させる。

◇ 進度

月 単 元 学習内容・項目・活動等 評価方法･項目等 評価の規準等

４ 第１編 ・原価の意味とその要素の分類及び原価計算の目的 ・ノート ・授業に取り組む学習態度や

原価と原価計算 や意味 手続 期間 種類などについて理解させる 学習の内容に対する理解度は， ， ， 。

第１章 ・製造業における簿記の特色と基本的な仕組みにつ ・問題集 どうだったか。

原価と原価計算 いて理解させる。 （関心・意欲・態度）

第２章 ・工業簿記の一連の記帳手続きと，全体的な構造や ・自己評価表 （知識・理解）

原価計算のあら 帳簿組織を理解させる。 ・要点は整理できているか。

まし ・ ・行動観察 （思考・判断）

５ 第３章 ・製造業における経営活動と原価計算との関係及び ・問題集 ・授業に取り組む学習態度や

製造業における 簿記の特色について理解させる。 学習の内容に対する理解度は

簿記 ・工業簿記の勘定体系を基にして 材料費 労務費 ・行動観察 どうだったか。， ， ，

経費の計算から製品の完成，販売までの工業簿記の （関心・意欲・態度）

基本的な仕組みと記帳方法を習得させる。 ・プリント （知識・理解）

中間考査

６ 第２編 ・材料費の分類及び材料の仕入，保管，払出，消費 ・ノート ・授業に取り組む学習態度や

原価の費目別計 における計算と記帳が合理的・能率的に記録・整理 学習の内容に対する理解度は

算 ができるように習得させる。 ・問題集 どうだったか。

第４章 ・予定価格を用いた材料消費高の計算方法について （関心・意欲・態度）

材料費の計算と も理解させる。 （知識・理解）

記帳 ・労務費の分類及び賃金の支払い，消費における計 ・プリント ・要領よく内容をまとめ，適

第５章 算と記帳と記帳が合理的・能率的に記録・整理がで 切に表現できたか。

労務費の計算と きるように習得させる。 ・行動観察 （関心・意欲・態度）

記帳 ・予定賃率を用いた賃金消費高の計算方法について （技能・表現）

も理解させる。

７ 第６章 ・経費の分類及び消費高の計算と記帳が合理的・能 ・ノート ・授業に取り組む学習態度や

経費の計算と記 率的に記録・整理ができるように習得させる。 学習の内容に対する理解度は

帳 ・原価計算表の作成 原価計算表と製造勘定の関係 ・問題集 どうだったか。， ，

第３編 製造間接費の配賦，仕損品，作業くずの処理方法と （関心・意欲・態度）

原価の部門別計 記帳の仕方を理解させる。 ・自己評価表 （知識・理解）

算と製品別計算 ・製造間接費の予定配布の計算式を理解し，その計 ・要点はきちんと整理できて

第７章 算方法を習得させる。 ・プリント いるか。

個別原価計算 （思考・判断）

・行動観察 （技能・表現）

期末考査



８ 夏期休暇

９ 第８章 ・部門別計算の必要性及び原価部門の設定，部門個 ・問題集 ・授業に取り組む学習態度や

部門別個別原価 別費と部門共通費の区分について理解させる。 学習の内容に対する理解度は

計算 ・部門費配分表及び部門費振替表の意味と作成方法 ・プリント どうだったか。

を習得させる。 （関心・意欲・態度）

・製造部門費の予定配布についても理解させる。 ・行動観察 （知識・理解）

１０ 第９章 ・総合原価計算の特色を個別原価計算との違いを明 ・問題集 ・授業に取り組む学習態度や

総合原価計算 らかにし 月末仕掛品原価の計算方法を習得させる 学習の内容に対する理解度は， 。

・単純総合原価計算を中心として，等級別総合原価 ・プリント どうだったか。

計算，組別総合原価計算，工程別総合原価計算につ （関心・意欲・態度）

いてそれぞれの考え方と計算方法及び記帳の仕方を ・行動観察 （知識・理解）

習得させる。

中間考査

１１ 第１０章 ・工程別総合原価計算の意味と各行程ごとの計算方 ・問題集 ・要領よく内容をまとめ，適

工程別総合原価 法と記帳の仕方について理解させる。 切に表現できたか。

計算 ・副産物・作業くず・仕損品について基本的な処理 ・行動観察 （関心・意欲・態度）

の仕方を理解させる。 （技能・表現）

１２ 第４編 ・製品の完成と販売に関する記帳方法を習得させる ・問題集 ・授業に取り組む学習態度や。

製品の完成・販 ・販売価格と売上原価を求める時の計算方法を理解 学習の内容に対する理解度は

売と決算 させる。 ・プリント どうだったか。

第１１章 ・販売費および一般管理費の処理の仕方について理 （関心・意欲・態度）

製品の完成と販 解させる。 ・行動観察 （知識・理解）

売

期末考査

１ 第１２章 ・工場会計が本社会計から独立している場合の本社 ・問題集 ・授業に取り組む学習態度や

決算と本社・工 と工場間の取引の記帳方法を理解させる。 学習の内容に対する理解度は

場間の取引 ・製造業における決算の手続きについて理解させ， ・プリント どうだったか。

製造原価報告書の作成方法を習得させる。 （関心・意欲・態度）

・損益計算書と貸借対照表については，商品売買業 ・行動観察 （知識・理解）

。の財務諸表との違いを明らかにし，その違いを理解 ・要点の整理ができているか

させる。 ・自己評価表 （技能・表現）

２ 第５編 ・原価管理の基本的な意味及び標準原価計算の一連 ・ノート ・授業に取り組む学習態度や

原価情報の活用 の手続きについて理解させる。 ・問題集 学習の内容に対する理解度は

第１３章 ・標準原価計算から得られる情報を原価管理に活用 ・プリント どうだったか。

標準原価計算 できるように，直接材料費差異・製造間接費差異の （関心・意欲・態度）

分析について理解させる。 ・行動観察 （知識・理解）

・標準原価計算の記帳方法については，パーシャル

プランによる記帳方法を習得させる。 ・自己評価表

３ 第１４章 ・直接原価計算が利益計画に役立つことについて理 ・問題集 ・要領よく内容をまとめ，適

直接原価計算 解させるとともに 簡単な計算例を通して 売上高 ・行動観察 切に表現できたか。， ， ，

原価，利益の関係を理解させる。 ・プリント （関心・意欲・態度）

（技能・表現）

学年末考査

評価の観点及び趣旨

「原価計算」の総合評価における各観点の割合

① 関心・意欲・態度 １０ ％程度 ② 知識・理解 １０ ％程度

③ 思考・判断 １０ ％程度 ④ 技能・表現 １０ ％程度

⑤ 定期考査 ６０ ％程度


